
創業理念

われらの優良な商品で世界の市場をにぎわせよう

誠意と努力は他を益し自己の幸福の基となる
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2009年３月期
 

連結損益計算書

2009年３月期 2008年３月期

増減
実績 年初計画 実績

売上高 1,805 1,970 1,924 △119

営業利益 50 67 60 △10

営業利益率 2.7% 3.4％ 3.1％ ー

経常利益 54 66 54 0

当期純利益 13 53 57 △44

※表示単位未満切捨て

単位：億円
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50

60

3

18

△33
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今期

1 月

2 月

3 月

4 月

原価率減少による粗利増

販管費の減少

2008年3月期
実績

2008年3月期
実績

2009年3月期

実績

2009年3月期

実績

売上減少による粗利減

0【連結】

決算実績決算実績
 

営業利益増減営業利益増減内容内容

※表示単位未満切捨て

単位：億円
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2009年３月期
 

販管費明細

2009年３月期 売上比 2008年３月期 売上比

売上原価 1,281 70.9% 1,385 71.9%

販管費合計 474 26.3% 478         24.8%

人件費 171 9.5% 181 9.4%

広告宣伝費 108 6.0% 99 5.1%

研究開発費 28 1.6% 30 1.5%

物流費 51 2.9% 51 2.6%

【参考：個別】

2009年３月期 売上比 2008年３月期 売上比

売上原価 513 64.6% 518 66.9%

販管費合計 228 28.8% 214 27.7%

人件費 58 7.4% 61 7.9%

広告宣伝費 82 10.3% 66 8.5%

研究開発費 21 2.7% 21 2.8%

物流費 18 2.3% 17 2.2%

※表示単位未満切捨て

単位：億円
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特別損失の内訳

科目 金額 内容

特別損失 投資有価証券評価損 22 ｲﾝﾃﾞｯｸｽHD17他

持分法投資損失 4 ｺﾞﾝｿﾞﾛｯｿ4

減損損失 9 ﾍﾟﾆイ3、松山製菓1

 他

グループ会社事業再構築費用 8 欧州販社1、北米販

 社2、ﾀｶﾗﾄﾐｰｱｰﾂ1、

 ティンカーベル1他

その他 2 固定資産除売却1

45

単位：億円

※表示単位未満切捨て
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海外売上高

地域 2009年3月期 2008年3月期 増減

欧州 133 200 △67

北米 93 109 △16

アジア 78 77 △1

その他 17 12 ＋5

計 323 399 △76

（連結売上高に占める割合） （17.9％） （20.8％） （△2.9）

単位：億円

※表示単位未満切捨て
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連結貸借対照表

科目 2009年3月期 2008年3月期 増減

流動資産 580 634 △54

固定資産 334 347 △13

総資産 916 982 △66

流動負債 376 433 △57

固定負債 232 190 ＋42

負債合計 609 624 △15
純資産合計 306 358 △52

自己資本 295 334 △39

自己資本比率 32.2％ 34.0％

たな卸資産 119 128 △9

借入金 199 151 ＋48
社債、新株予約権付社債 140 162 △22

（有利子負債合計） 339 313 ＋26

※表示単位未満切捨て

※

 

借入金＝短期借入金＋一年以内返済予定長期借入金＋長期借入金
※

 

社債、新株予約権付社債＝一年以内償還予定社債＋一年以内償還予定転換社債＋社債＋新株予約権付社債

単位：億円



本資料には、タカラトミーの現在の見通し、目標、計画、戦略など将来に関する記述が含まれており

 
ますが、これらは現在入手している情報に基づく判断および仮定に基づいており、将来における当社

 
の実際の業績または事業展開を確約したり、保障するものではありません。



20020099年年５５月月11５５日日

株式会社タカラトミー株式会社タカラトミー
代表取締役社長代表取締役社長

富山幹太郎富山幹太郎

20201010年３月期年３月期  経営方針経営方針
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Ⅰ．2008年度の振り返り
 

①

グループ主要会社の営業利益
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５５

５０

※

 

２００９年1月

 

ユージン、ユーメイト、ハートランド、すばる堂の4社統合し商号変更

※
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Ⅰ．2008年度の振り返り
 

②

玩具周辺事業は、売上・利益ともに大幅減少

タカラトミーアーツ
• ユージン（ガチャ）、ユーメイト（小物玩具）、ハートランド（ぬ

 いぐるみ）、すばる堂（玩具菓子）
 

4社統合完了

• ガチャ事業は売上縮小と原価率上昇で利益減少

• 玩具菓子は返品・廃棄損過多の事業構造改革進まず利
 益減少

アパレル事業
• ティンカーベルに、本社アパレル事業を営業譲渡、ベビー

 服子会社「和興」を子会社化し、アパレル事業一本化完了

• ショッピングセンター向けアパレルが苦戦
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Ⅰ．2008年度の振り返り
 

③

玩具事業は、海外販社が苦戦

海外玩具事業

• 欧州は、急激な景気悪化と、信用不安拡大に伴う出荷制
 限により売上が大幅に減少し、赤字転落

• 北米は、期待商材が苦戦し玩具販売が大幅に減少し赤字
 拡大

国内玩具事業

• トランスフォーマー（※）、デュエル・マスターズ、ポケモンバトリ
 オがヒット

 
（※タカラトミー本社から米ハスブロ社へ輸出）

• 厳しい外部環境に対し、定番商品は底堅く販売
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１．連結経営の強化

２．売上伸長に頼らずとも、

利益を生み出せる経営への変革

３．海外展開の強化

Ⅱ．2009年度経営課題
 

①
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グループ主要子会社　営業利益今期計画
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億円

2009年3月

2010年3月

Ⅱ．2009年度経営課題
 

②

連結経営の強化により連結経営の強化により

赤字会社の収益向上が急務赤字会社の収益向上が急務

５５

５０
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Ⅱ．
 

2009年度経営課題
 

③

■玩具周辺事業

 
■玩具事業

2008年3月 2009年3月 2010年3月

計画

売上高 1,144 1,140 1,145

営業利益 92 89 91

2008年3月 2009年3月 2010年3月

計画

売上高 834 710 635

営業利益 0 △12 12
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2008 2009 2010

売上高

営業利益

単位：億円 単位：億円

億円

億円

億円

億円

※トミーコーポレーション（北米）の事業セグメントは、玩具事業（2009年3月期）から、玩具周辺事業（2010年3月期）に変更

 
（数値はP30参照）
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Ⅱ-1．玩具周辺事業の立て直し
 

①

タカラトミーアーツ本社
2008年3月 2009年3月 2010年3月

計画

売上高 138 116 116

営業利益 1 △9 0

0

50

100

150

2008 2009 2010

-10

-5

0

2008 2009 2010

売上高

営業利益

◆利益の改善

人員削減

 

３割減の１１３名体制へ

原価の改善

ガチャ：データカード事業縮小

玩菓：実売主義へ転換し、返品・

 不良在庫の圧縮

支払ロイヤリティ見直し

◆収益の確保

ぬいぐるみ事業

ディズニー事業の安定と新規コン

 テンツ取り込み

小物玩具事業

グループ内・アーツ内シナジー追求

 を図る新たな取組み

改善トピックス単位：億円

億円

億円
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Ⅱ-1．玩具周辺事業の立て直し
 

②

ティンカーベルグループ（アパレル事業）
2008年3月 2009年3月 2010年3月

計画

売上高 40 47 58

営業利益 △2 △1 1

35

45

55

2008 2009 2010

-2

0

2

2008 2009 2010

売上高

営業利益

◆利益の改善

経費大幅削減

 

２億円

人員削減、マーケティング費用、

賃借料見直し他

不採算事業撤退にともなう特損処

 理は前年度に処理済

◆収益の確保

既存事業の売上計画は、前年比△

 １０％とし、保守的に計画

本社アパレル事業の完全移管（売上

 １０億円相当）

新規の百貨店向けインナー事業の目

 標を上回るスタートにより売上は増

 加

統合により新規取引が拡大

改善トピックス

単位：億円
億円

億円
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Ⅱ-2．玩具事業
 

海外販社立て直し
 

①

トミーヨーロッパ
2008年3月 2009年3月 2010年3月

計画

売上高 161 108 92

ＴUK（百万ポンド） 51 43 49

ＴF（百万ユーロ） 26 23 20

営業利益 8 △2 3

ＴUK（百万ポンド） 3 △1 ２

ＴF（百万ユーロ） 1 △1 １

50
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140

170

2008 2009 2010

-2

2

6

10

2008 2009 2010

売上高

営業利益

◆利益の改善

人員3割弱削減の１１2名体制へ

開発体制を見直し、タカラトミー

 本社開発との連携を強化

ベネルクス支店の廃止

マーケティング費用の大幅削減

◆収益の確保

日本国内商材の取り込み

ドイツ

 

ニュルンベルグ支店開設

欧州ガチャビジネスを取り込み、既存

 流通以外の玩具流通に展開

改善トピックス
単位：上段

 

億円
下段内訳：現地通貨

億円

億円
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Ⅱ-2．玩具事業
 

海外販社立て直し
 

②

トミーコーポレーション（北米）
2008年3月 2009年3月 2010年3月

計画

売上高 17 11 15

15 11 15

営業利益 0 △6 1

0 △6 1

0

10

20

2008 2009 2010

-6

-4

-2

0

2

2008 2009 2010

売上高

営業利益

◆事業構造の改革

玩具事業の一時撤退

ゲームソフト事業に経営資源を集中

代理店販売から直販体制の確立

◆人員5割強削減の10名体制

 へ

※北米における玩具事業については、

 当面、海外パートナー企業との連携

 を強化および本社からの輸出に注

 力

改善トピックス

単位：上段

 

億円
下段

 

現地通貨

 

百万ドル

億円

億円
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Ⅱ-2．玩具事業
 

海外展開の強化
 

①中国

◆TV放映MD『きかんしゃトーマス』
・２００９年１月２１日より２ヶ月間ＣＣＴＶ
（中国中央電視台）にて毎日２話連続放送。

・中国事業の新たなる柱と
して事業育成強化を図る。

◆アニメ放映ＭＤ『三国演義』
・初の日中合作アニメが完成し、２００９年

ＣＣＴＶ（中国中央電視台）にて放映。
・タカラトミーは玩具、オンラインゲーム、
アパレル、文具の事業を中国にて展開。

●中国杭州アニメフェアに三国

 
演義ブース出展（2009年4月28

 
日～5月3日）

© ＧＡＣ／ＦＰ／ＴＯＭＹ

●三国演義完成発表会を開催
（２００９年３月ﾎﾃﾙﾆｭｰｵｰﾀﾆ）

既存事業の強化に加え、新規展開による規模の拡大戦略を実行中。

中国　売上高

0

10

20

30

2008 2009 2010

億円
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Ⅱ-2．玩具事業
 

海外展開の強化
 

①韓国

Ⓒ1999 2008 HUDSON SOFT/TOMY/Shogakukan

 

ⓒ2008 TOMY
ⓒ「トミカヒーロー

 

レスキューファイアー」製作委員会／テレビ愛知・電通
TM ＆

 

ⓒWizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-kids

◆トミカヒーロー
・男児玩具のヒーローものを継続展開。韓

 国No1コンテンツとするべく拡大中。

◆ベイブレード
・昨年の夏から展開。日本同様ヒット商材

 とするべく商品展開を拡大中。

◆デュエル・マスターズ
・今年度より韓国において、カード事業の本

 格展開開始。
・アニメ放映によるメディアミックスでの市場

 参入。

コンテンツの継続投入による規模の拡大戦略を実行中。

韓国　売上高

0
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30

2008 2009 2010

億円
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Ⅱ-2．玩具事業
 

海外展開の強化
 

②

海外パートナー戦略の拡大
日本での成功を海外へ拡大

トランスフォーマーで実績のある「ハスブロ」社との取組みを３コンテンツに
拡充し、グローバル・ブランドを創造

新たに「スピンマスター」社との取組みスタート

トランスフォーマー（ハスブロ社）

２００９年度 マイクロRC（スピンマスター社）

２０１０年度 ベイブレード（ハスブロ社）

２０１１年度 トミカヒーロー（ハスブロ社）

２０１２年度

© 2008 DreamWorks, LLC and Paramount Pictures Corporation. © 2009 TOMY. All Rights Reserved. TM & ® denote Japanese Trademarks. 
©「トミカヒーロー

 

レスキューファイアー」製作委員会／テレビ愛知・電通

 

©Takafumi Adachi, MFBBProject, TV Tokyo ©2009 TOMY
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Ⅱ-2．玩具事業
 

国内事業の更なる強化①

定番商品の強化
プラレール・リカちゃん・トミカなど定番商品は、

「強力なブランド力」×「商品企画力」×「買い場作り」

 
の相乗効果の取

 組み

◆ブランドマネージメントグループを組織化し、俯瞰的に磨きをかけ、モノ・コ

 トからの情報発信

コンテンツ展開によるヒット商品創出
トミカヒーローシリーズ 4月新シリーズ「レスキューファイヤー」TV放映

ベイブレード 4月TVアニメスタートで最大拡販へ

トランスフォーマー 6月映画上映に合わせ商品世界発売

ポケットモンスター 7月アニメ映画上映に合わせ商品展開

ヤッターマン 8月アニメ映画上映

デュエル・マスターズ 9月映画上映に合わせ映画商材発売

ペンギンの問題 人気急騰につき関連商材を拡大

9月にはデュエルと映画同時上映
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Ⅱ-2．玩具事業
 

国内事業の更なる強化②

コスト構造改革の継続推進
新商品ＳＫＵ絞込み

’08年度

 
△１２％（SKU1,370)

 
→

 
’09年度

 
△２５％（SKU1,030）

ベトナムでの生産体制拡大

’08年度

 
２工場

 
→

 
’09年度

 
４工場（コスト削減目標

 
△４億円）

商品開発プロセスの大幅な改革
グローバルに通用する商品開発プロセスの確立

価格・品質・機能などの全てを「国内」向け視点から、「世界展開」のた

 めの開発プロセスに改革

2009年5月より2010年度商品への取組みを開始
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Ⅲ．今年度の商品展開

重点商品
ベイブレード

トランスフォーマー

トミカヒーロー

デュエル・マスターズ

ペンギンの問題

ポケモンバトリオ

定番商品の強化

プラレール５０周年

トミカワールド、ロングトミカ

リカちゃん

ⓒTakafumi Adachi, MFBBProject, TV Tokyo  ⓒ2009 TOMY    ⓒ「トミカヒーロー

 

レスキューファイアー」製作委員会／テレビ愛知・電通

 

ⓒ2008 DreamWorks, LLC and Paramount Pictures Corporation.  ⓒ2009 TOMY. All Rights Reserved. TM & ® denote Japanese Trademarks. 
ⓒ2008 Pokémon ⓒ1995-2008 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc.  Developed by TOMY and AQ INTERACTIVE 
ⓒ永井ゆうじ／小学館・ShoPro・TV TKYO     TM ＆ ⓒWizards of the Coast/Shogakukan/Mitsui-kids    ⒸMOS FOOD SERVICES, INC.
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Ⅳ．通期見通し
 

①

【連結】

■売上高
 

：
 
１，７３０億円

■営業利益
 
：

 
７１億円

■経常利益
 
：

 
６９億円

■当期純利益
 

：
 

５７億円

玩具事業 玩具周辺事業

売上高 1,145億円 635億円

営業利益 91億円 12億円

＜参考：事業セグメント計画＞

※トミーコーポレーション（北米）の事業セグメントは、玩具事業（2009年3月期）から、玩具周辺事業（2010年3月期）に変更

 
（数値はP30参照）
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（利益）

 

億円(売上高）

 

億円

※表示単位未満切捨て

（単位：億円）

2007年3月 2008年3月 2009年3月
2010年3月

 計画

売上高 1,818 1,924 1,805 1,730

営業利益 47 60 50 71

経常利益 44 54 54 69

当期純利益 17 57 13 57

Ⅳ．通期見通し
 

②
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参考：グループ主要会社の業績

単位：百万円

※表示単位未満切捨て

売上高 営業利益

2010年3月

計画

2009年3月 2008年3月 2010年3月

計画

2009年3月 2008年3月

タカラトミー 78,000 79,370 77,442 5,250 5,243 4,117

トミーテック 5,562 6,051 5,523 315 379 374 

ﾄﾐｰﾖｰﾛｯﾊﾟ※１ 9,290 10,855 16,193 355 △282 893

ﾄﾐｰｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ※２ 1,525 1,185 1,691 109 △611 △51

ﾀｶﾗﾄﾐｰ販売G※３ 73,236 74,510 80,425 750 771 1,131

キデイランド 11,260 11,719 12,059 80 61 △103

ﾀｶﾗﾄﾐｰアーツG※４ 14,325 16,946 19,630 111 △1,025 △168

ティンカーベルG※５ 5,862 4,753 4,069 192 △179 △205

※１

 

トミーヨーロッパはトミーUKとトミーフランスの単純合算値

 
※２

 

トミーコーポレーションは北米現地法人

 
※３

 

タカラトミー販売、ユーエース、トイズユニオン、ユニオントイマーケティングの単純合算値

 
※４

 

タカラトミーアーツ（ユージン、ユーメイト、ハートランド、すばる堂が合併）および国内外タカラトミーアーツ子会社単純合算値

 
※５

 

ティンカーベル、和興の単純合算値（アパレル）
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単位：億円

【個別】 2010年3月

計画

2009年3月 2008年3月

トランスフォーマー 110 127 120

デュエル・マスターズ 95 109 64

トミカ 57 62 66

トミカヒーロー 19 15 -

ポケモン 40 47 80

ポケモンバトリオ 34 38 24

プラレール 35 36 37

ディズニー 36 35 36

リカちゃん 25 25 24

インドアRC 10 24 10

チョロQ 13 14 19

ヤッターマン 1 11 2

ベイブレード 39 9 -

ペンギンの問題 10 7 -

参考：主要コンテンツ別売上参考：主要コンテンツ別売上
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本資料には、タカラトミーの現在の見通し、目標、計画、戦略など将来に関する記述が含まれており

 
ますが、これらは現在入手している情報に基づく判断および仮定に基づいており、将来における当社

 
の実際の業績または事業展開を確約したり、保障するものではありません。
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すべての「夢」の実現のために

わたしたちは、新しい遊びの価値を創造します。

企業理念
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